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1 はじめに 

令和 8 年度の学校グランドデザイン（学校経営案）を作成するに当たり、生徒、保護

者、教職員を対象にアンケートを実施しました。一般的には、生徒に身につけさせたい力

や目指す生徒像は、教職員が話し合いながら定めることが多いように思います。しかし本

校では、昨年度より、教職員だけで考えるのではなく、当事者である生徒自身がどのよう

な力を身につけたいと考えているのか、また、どのような人になりたいと考えているの

か、その声をしっかり受け止め、それを学校経営に反映させていくことが大切ではないか

と考えてきました。 

そこで、昨年 12 月の学校評価アンケートに合わせて、生徒、保護者、教職員に対し、

「身につける力」及び「目指す生徒像」について尋ねました。本稿は、その結果を整理

し、そこから見えてきたことを考察したものです。 

 

2 アンケート全体から見えてきたこと 

アンケートを整理していくと、生徒・保護者・教職員の三者に共通して見られたのは、

中学校生活の中で身につけるべき力を、学力だけにとどまらず、これからの社会の中でよ

りよく生きていくための力として捉えている点でした。特に共通していたのは、自分で考

えて行動する力、人と関わり協力する力、相手を思いやる力、そして将来、自立して生き

ていくための力です。 

つまり、三者ともに、単に「勉強ができること」だけを願っているのではなく、社会の

中で人と関わりながら、自分らしく生きていくための土台となる力を大切にしていること

が分かりました。 

 

3 生徒の回答から見える願い 

生徒は、学校で身につけたい力として、学力や学ぶ力に加え、コミュニケーション力、

思いやり、人と関わる力を多く挙げていました。理由としては、「将来社会に出た時のた

め」「人との関わりは大切だから」「学んだことを活かすことが大人になって大切だと思う

から」などがあり、今の学校生活だけでなく、その先の生活にもつながる力として考えて

いることが分かります。 

また、目指す生徒像としては、優しい生徒、明るい生徒、規則を守る生徒、信頼される

生徒などが多く挙げられていました。理由としては、「社会に出た時に恥をかかないよう

にするため」「元気だと学校も明るくなるから」「信頼関係を築いていく中で生活しないと

いけないと思ったからです」などがあり、生徒は、人とうまく関わりながら安心して生活

できることを大切にしていることがうかがえます。 

生徒の回答には、将来のことをきちんと考えようとする姿とともに、まずは毎日の学校



生活を気持ちよく、安心して過ごしたいという率直な願いも表れていました。 

 

4 保護者の回答から見える願い 

保護者は、学校で身につけさせたい力として、コミュニケーション能力、社会性、協調

性、自立する力を多く挙げていました。理由としては、「社会に出た時必要」「大人になる

ための必須条件」「広い世界で生きていく術として学んでほしい」「社会に出てから必要な

協調性等が足りない大人になるから」などがあり、卒業後、社会の中で困らずに生きてい

けることを強く願っていることが分かります。 

また、目指す生徒像としては、人の気持ちが分かる子ども、誰にでも優しい子ども、自

分も他人も大切にできる子ども、自立できる子どもなどが多く挙げられていました。その

理由には、「一人では生きていけない」「仕事につけば、協調性など、たくさんのことが求

められる」「他人の意見もしっかり受け入れて行動できるようになってほしい」などがあ

り、保護者が、学力だけでなく、人とともに生きていく力をとても大切に考えていること

が伝わってきます。 

そこには、「学校での今」だけではなく、「卒業後の子どもの人生」まで見据えた保護者

の願いが表れているように感じられます。 

 

5 教職員の回答から見える願い 

教職員は、生徒に身につけさせたい力として、自分で考え、判断し、行動する力、コミ

ュニケーション能力、挨拶・返事・礼儀・規範意識などの基本的生活習慣、他者を思いや

る力、社会の中で自立して生きる力を多く挙げていました。理由には、「予測不可能な社

会を迎える今日、AIに頼らず、自分で考え、判断することが重要」「これからの社会を生

き抜くのに必要」といった記述があり、これからの時代を生きるために必要な力として考

えていることが分かります。 

その一方で、「元気の良い挨拶が少ない」「当たり前のことを当たり前にできない生徒が

多い」「他者意識のない行動をとる子どもが多い」といった記述もあり、学校生活の中で

日々感じている課題も、理由として挙げられていました。また、目指す生徒像としては、

自分を大切にし、自信をもって生きることができる生徒、自他を大切にできる生徒、自ら

考えて行動できる生徒、社会の中で必要とされる生徒などが多く見られました。 

教職員は、今、目の前にいる生徒の姿をしっかり見つめながら、その先の社会にもつな

がる力を育てたいと考えていることが分かります。 

 

6 三者に共通していること 

三者を比べてみると、立場は違っていても、共通する願いはとてもはっきりしていま

す。生徒は、自分の生活や将来に役立つ力を身につけたいと考えています。保護者は、子

どもが社会の中で困らず、自立して生きていけるようになってほしいと願っています。教

職員は、学校生活の中で見えている課題を踏まえながら、将来にもつながる力を育てたい

と考えています。 

表現の仕方には違いがありますが、三者に共通しているのは、自分で考えて行動するこ



と、人を大切にすること、人と協力して生きること、社会の中で自立して生きることを大

事にしている点です。このことは、本校がこれから目指していく方向を考える上で、とて

も大きな手がかりになると考えます。 

 

7 生徒の回答に見られる共通点と特徴 

生徒の回答には、保護者や教職員の考えと重なる点が多く見られました。たとえば、将

来社会に出た時に必要な力を身につけたいという考えや、人との関わりを大切にしたいと

いう思い、さらに、信頼される人になりたい、規則を守れるようになりたいといった願い

は、保護者や教職員が重視している内容と共通しています。つまり、生徒自身も、学校で

の学びや生活が、将来の自立や社会の中で生きていくことにつながっていると感じている

ことが分かります。 

その一方で、生徒の回答には、生徒ならではの特徴も見られました。特に、勉強そのも

のを大切な力として挙げている回答が比較的多いこと、そして、学校生活が明るく楽しい

ものであってほしいという願いが表れていることが特徴として挙げられます。保護者や教

職員が、社会に出た後の自立や協調性をより強く意識しているのに対して、生徒は、将来

を見据えながらも、まずは今の学校生活の中で安心して過ごしたいこと、友だちや周囲の

人とうまく関わりたいこと、学校で信頼される存在になりたいことを大切にしています。 

このことから、生徒の回答には、将来への意識とともに、日々の学校生活をよりよいも

のにしたいという思いが強く表れていることが分かります。 

 

8 おわりに 

生徒・保護者・教職員のアンケートを整理すると、三者に共通していたのは、学力だけ

でなく、自分で考えて行動する力、人と関わり協力する力、相手を思いやる力、社会の中

で自立して生きる力を大切にしていることでした。特に生徒の回答には、保護者や教職員

と共通する将来への意識や、人間関係を大切にする思いが見られるとともに、勉強そのも

のを重視していることや、今の学校生活を明るく安心できるものにしたいという願いが表

れている点に特徴がありました。 

大人として人生の先を歩む教職員や保護者の見えている世界を大切にしながらも、生徒

を真ん中に据え、当事者である生徒の意見に耳を傾け、その願いをどう実現していくかを

学校グランドデザインに反映させていくことが大切であると考えます。そこに、本校らし

い学校づくりの出発点といたします。 

 


